
障
が
い
児
の
家
族
へ
の
配
慮
と

　

不
登
校
対
応
支
援
の
冊
子
作
成

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
者
本
人
へ
の
就
労
支
援
は
あ
る
が
、

家
族
に
配
慮
し
た
就
労
支
援
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。
障
が
い
児
の
母
親
な
ど
の
、

就
労
意
向
に
配
慮
し
た
支
援
や
、
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
支
援
は
重
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
障
が
い

児
の
家
族
の
就
労
を
支
え
る
役
割
も
担

う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
に
配
慮
し
な
が
ら
適
切

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　
　

不
登
校
の
初
期
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
学
校
側
の
活
用
徹
底
も

必
要
だ
が
、
保
護
者
に
も
そ
の
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
安
心
感
に
つ

な
が
る
。
不
登
校
の
初
期
対
応
を
含
め
、

保
護
者
向
け
の
不
登
校
対
応
支
援
の
冊

子
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

他
都
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

家
庭
に
お
け
る
初
期
対
応
な
ど
、
保
護

者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
の
提
供
に
つ

い
て
検
討
す
る
。（
教
育
長
）

次
期
総
合
計
画
策
定
と

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

　
　

に
い
が
た
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
来
年

度
で
終
了
し
、
新
た
な
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
本
格
的
な
人
口
減
少
時

代
に
突
入
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

チ
ェ
ン
ジ
も
起
き
つ
つ
あ
る
中
、
次
期

総
合
計
画
策
定
に
向
け
、
市
長
が
描
く

本
市
の
未
来
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

本
市
の
強
み
を
生
か
し
て
選
ば
れ

る
都
市
と
な
り
、
そ
の
活
力
が
生
み
出

す
財
源
を
基
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
持
続
可
能
な
新
潟
市
に
し
た
い
。

　
　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
で
は
、

市
長
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
取
り
組
み
、

国
の
予
算
に
呼
応
し
た
取
り
組
み
が
形

に
な
っ
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ど
の
よ
う
な
思
い
で
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
画
策
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

本
市
の
暮
ら
し
や
す
さ
に
磨
き
を

か
け
る
他
、
拠
点
性
向
上
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
都
市
の
価
値
を
高
め
、
選

ば
れ
る
都
市
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
仮
称
）上
所
駅
の
進
捗
状
況
と

　

避
難
所
運
営
委
員
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

内
山　

航
（
翔
政
会
）

　
　

（
仮
称
）
上
所
駅
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
お
金
を
使
う
事
業
に
な
る
と
思

う
の
で
、
地
域
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
愛
さ
れ
、
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
駅
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
進
捗
状

況
と
広
場
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

駅
の
構
造
は
概
略
設
計
が
終
了
し
、

整
備
費
は
約
17
億
円
と
算
出
さ
れ
た
。

駅
周
辺
の
施
設
整
備
は
、
地
元
住
民
と

意
見
交
換
を
重
ね
、
来
年
度
中
に
全
体

像
が
示
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

避
難
所
運
営
委
員
会
は
他
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
町
内
会
の
人

た
ち
と
一
緒
に
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
各
班
で
ど
う
い
う
こ
と
を
す

る
の
か
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
分
か
り
づ

ら
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
班
ご
と
の
動

画
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

避
難
所
の
役
割
や
解
説
・
運
営
の

流
れ
な
ど
を
ま
と
め
た
動
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
各
区
に
配
布
済
み
だ
が
、
班
ご
と
の

市
販
の
動
画
が
あ
る
か
探
し
て
み
る
。

秋
葉
区
の
資
源
の
活
用
と

　

雪
国
・
新
潟
市
と
し
て
の
備
え

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

　
　

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
た
秋
葉
区

で
の
原
油
湧
出
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
心
・
安
全
の
確
保
が
最
優
先
だ
が
、

次
世
代
に
継
承
す
べ
き
生
き
た
教
材
で

も
あ
る
。
こ
の
機
を
捉
え
石
油
の
ま
ち

の
歴
史
文
化
を
発
信
し
、
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

石
油
産
業
と
つ
な
が
る
市
内
の
産

業
遺
構
を
追
体
験
で
き
る
回
遊
型
の
観

光
施
策
な
ど
を
通
じ
て
、
石
油
を
本
市

の
プ
ラ
ス
要
素
と
し
て
発
信
し
て
い
く
。

　
　

降
雪
時
、
行
政
は
最
大
限
対
応
す

べ
き
で
は
あ
る
が
、
災
害
級
の
大
雪
に

対
し
て
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
除
雪
体
制
等
検
証
会
議

に
お
け
る
見
直
し
の
視
点
に
も
「
市
民

広
報
の
充
実
」
と
あ
る
。
市
民
の
理
解

と
協
力
に
つ
な
げ
る
広
報
戦
略
を
伺
う
。

　
　

不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
や
テ
レ

ワ
ー
ク
、
時
差
出
勤
な
ど
の
お
願
い
に

加
え
、
大
雪
予
報
時
の
啓
発
や
除
雪
の

情
報
を
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し

適
時
適
切
に
広
報
し
て
い
く
。

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
の
推
進
と

　

寺
尾
中
央
公
園
の
維
持
保
全

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

　
　

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
成
立

し
、
男
性
の
産
休
が
制
度
化
さ
れ
る
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
推
進
は
介
護

や
病
気
な
ど
も
含
め
、
仕
事
と
家
庭
生

活
の
両
立
支
援
に
つ
な
が
る
。
本
市
男

性
職
員
の
育
休
取
得
率
は
23
・
３
％
、

千
葉
市
は
92
・
３
％
で
２
０
２
４
年
の

目
標
を
１
０
０
％
と
し
た
。
３
年
後
の

目
標
を
ど
こ
ま
で
引
き
上
げ
る
の
か
。

　
　

育
児
休
業
を
当
た
り
前
に
取
れ
る

よ
う
な
時
代
に
な
る
べ
き
と
考
え
る
。

で
き
る
だ
け
高
い
目
標
と
す
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

緑
豊
か
な
公
園
の
維
持
保
全
が
重

要
。
２
０
０
９
年
に
１
８
５
本
あ
っ
た

寺
尾
中
央
公
園
の
桜
は
１
５
４
本
と

な
っ
た
。
古
木
化
、
劣
化
し
た
桜
の
保

全
、
養
生
、
植
樹
の
進
め
方
を
伺
う
。

　
　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

危
険
木
の
伐
採
な
ど
の
安
全
確
保
に
加

え
、
今
後
は
補
植
を
行
う
な
ど
の
公
園

の
保
全
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

寺尾中央公園（西区）の桜

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
負
担
増
と

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

　
　

近
年
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応

や
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
場
合
な
ど
子

ど
も
た
ち
に
多
様
性
が
見
ら
れ
、
さ
ら

に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
処
が
加
わ
り
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
対
応
は
。

　
　

増
員
や
研
修
の
充
実
の
他
、
本
年

度
よ
り
教
員
経
験
者
や
児
童
健
全
育
成

指
導
士
に
よ
る
問
題
発
生
時
の
助
言
を

行
っ
て
お
り
、
積
極
的
な
活
用
に
つ
な

が
る
よ
う
各
ク
ラ
ブ
に
周
知
し
て
い
く
。

　
　

接
種
勧
奨
が
始
ま
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
は
対
象
が
小
学
校
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
で
あ
り
、
副
反
応
へ
の
不
安

か
ら
接
種
を
た
め
ら
う
保
護
者
や
対
象

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
る
と
想

定
さ
れ
る
。
丁
寧
な
対
応
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
不
安

を
軽
減
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

●HPVワクチン
　子宮頸

けい

がんの95%以上は
HPV（ヒトパピローマウイ
ルス）の感染によるもので
あるとされている。
　HPVワクチンは平成25年
４月に予防接種法に基づき
定期接種化、同年６月に積
極的勧奨が中断されたが、
令和４年４月から接種勧奨
が再開される。

　
　

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
の
際
や
市

報
へ
の
掲
載
な
ど
で
周
知
を
図
り
、
委

託
医
療
機
関
に
お
い
て
も
十
分
な
説
明

を
行
う
よ
う
、
協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。

選
ば
れ
る
都
市
新
潟
市
の
福
祉
・
教
育
と

　

農
家
へ
の
緊
急
支
援
の
必
要
性

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
、
働
き
、

老
後
を
過
ご
す
、
い
つ
で
も
新
潟
市
が

温
か
く
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
ま
ず
は
福
祉
、
教

育
を
手
厚
く
す
る
と
い
う
発
想
の
転
換

が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
選
ば
れ
る
都
市　

新
潟
市
」
の
福
祉

と
教
育
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

子
育
て
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
住

民
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
本
市
が
持
つ
都

市
と
田
園
が
調
和
す
る
暮
ら
し
や
す
さ

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　

農
業
者
は
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
、

同
時
に
地
域
の
消
費
者
で
も
あ
り
、
本

市
の
地
域
経
済
に
お
い
て
も
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
価
下
落
と
原
油
価
格
高
騰
で
緊
急
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

Ｊ
Ａ
が
創
設
し
た
緊
急
資
金
の
借

入
者
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
。
ま
た
農

業
用
ハ
ウ
ス
の
燃
料
費
高
騰
に
対
し
て

は
、
暖
房
効
率
を
向
上
さ
せ
る
被
覆
資

材
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

指
定
金
融
機
関
の
輪
番
制
と

　

改
正
銀
行
法
と
中
小
企
業
支
援

佐
藤　

耕
一（

翔
政
会
）

　
　

指
定
金
融
機
関
を
輪
番
制
に
す
る

こ
と
は
素
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
緊

急
事
態
で
は
有
効
で
あ
る
が
、
指
定
金

融
機
関
に
と
っ
て
は
初
期
投
資
の
負
担

が
大
き
い
な
ど
の
声
も
あ
る
。
今
後
、

他
の
金
融
機
関
か
ら
輪
番
制
の
導
入
を

求
め
ら
れ
た
際
の
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

輪
番
制
の
導
入
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
な
ど
へ
の
支
障
を
考
慮
し
、
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
金
融
機

関
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

●指定金融機関
　地方公共団体が公
金の収納、支払の事
務を取り扱わせるた
めに指定する金融機
関で、議会の議決を
経て指定される。
　複数の金融機関で
順番を決めて、持ち
回りとする「輪番制」
を採用している地方
公共団体もある。

　
　

改
正
銀
行
法
で
は
、
銀
行
本
体
や

そ
の
子
会
社
な
ど
で
シ
ス
テ
ム
販
売
や

登
録
型
の
人
材
派
遣
、
デ
ー
タ
分
析
や

広
告
が
扱
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
業
務

範
囲
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
。
こ
の
改

正
に
よ
る
、
中
小
企
業
支
援
へ
の
影
響

を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

新
潟
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

で
は
、
金
融
機
関
は
中
小
企
業
の
経
営

努
力
の
支
援
に
努
め
る
と
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
改
正
に
よ
り
銀
行
が
果
た
す

役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
考
え
る
。

にいがた市議会だより 4令和４年（2022年）２月６日
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